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（４） 第50号 令和６年９月発行

【住所】〒506-0026 高山市花里町2-39-5
【電話＆FAX】35-1223
【Email】wawawa-hanasato@hidatakayama.ne.jp
【公式ライン】@104idpge
【インスタグラム】QRコードから
【ホームページ】http://www.hidatakayama.ne.jp/hanasatomachikyo/

次回は令和６年11月の発行予定です！「月刊さるぼぼ」と一緒に配布されます。

○高山おもちゃ病院 花里窓口
毎月1回開催（開催日はお問合せください）
サロン花里

○韓国語講座
毎月第１月曜日 13時～15時
サロン花里
参加費 100円

○プレママとママ＆ベビーの
バランスボールエクササイズ
毎月第１木曜日 10時～12時
サロン花里
参加費 プレママ 300円

ママ＆ベビー 500円

○はなのきコミュ
毎月第２木曜日 10時～12時
サロン花里
申込不要

○おとなの寺子屋
毎月第２金曜日 13時30分～15時30分
サロン花里（変更する場合あり）
参加費 100円（材料費等別途の場合あり）

○ベビーマッサージ
毎月第３木曜日 10時～12時
サロン花里
参加費 400円（オイル代込み）

○英語教室
毎月第４金曜日 13時30分～15時30分
サロン花里
参加費 100円

7/1に公式ラインではお知らせいたしましたが、今年度より敬老会を不開催とさせていただきます。

花里まち協では毎年９月の敬老の日に合わせ敬老会を開催しておりましたが、今年度より開催しない

ことを決定いたしました。不開催を決めた主な理由は、物価高により費用が予算よりかなり高額となり、

財源確保が困難なこと、新型コロナウイルスの感染がいまだに拡大縮小を繰り返しており、人が集まる

ことに不安があること、敬老会に参加できる方とできない方で、不公平感が生じていることです。

来年度以降も敬老会は開催せず、長寿お祝い記念品配布事業を充実させ、地域のご長寿のみなさまに

感謝の気持ちを表し、お元気でお健やかに日々お過ごしいただけるよう考えてまいりますので、ご理解

いただきますよう、お願いいたします。

また、毎年希望者に配布しておりました長寿者名簿ですが、近年、特殊詐欺被害が増加しており、個

人情報保護を強化する観点より、今年度以降は作成しないこととなりました。こちらもご理解いただき

ますようお願いいたします。

しかしながら、長寿お祝い記念品配布のため、各町内会様と民生児童委員様には、花里地区にお住い

の75歳以上の方の調査と長寿者の方へのお祝い記念品配布を、例年通りお願いしてまいります。引き

続き、ご協力いただきますよう、お願いいたします。

○花里地区 グラウンドゴルフ大会
9月8日(日) 8時30分受付開始
花里小学校 グラウンド

○花里地区 音楽の里 芸能発表会
10月27日(日) 10時～15時（予定）
花里小学校 体育館

○リースつくり
11月30日(土) 午前：子ども・親子対象

  午後：大人対象
サロン花里

○花里地区新春ボウリング大会
令和7年2月16日(日) 13時～
プレイビー

○コサージュつくり
令和7年2月19日(水) 午後
サロン花里

・開催日が変更になる場合や中止する場合が
ございます。

・事前のお申込みが必要です。
・お申込みの締切は、開催日の1週間前の15時
です。

・開催日前日の15時以降にキャンセルをされ
た場合は、キャンセル料として参加費を
お支払いいただきます。

・花里地区にお住いの方が優先です。
・お申込み、詳しい内容は事務局まで、電話、
メール、公式ラインでお問合せください。

第50号
（１） 

今年度、新たにスクールサポーターに参加してくださった前山英輝さんは34歳。

お仕事もある中で、地域の子どもたちのために毎朝横断歩道で見守りをしてくだ

さっています。今回、前山さんにお話しを伺いました。

――どうしてスクールサポーターを始めようと思われましたか？

スクールサポーターが足りないということと、自宅近くの横断歩道が危険

だという話しを聞いて、出勤前の時間で見守りをしようと思いました。

――スクールサポーターに参加して、良かったことは？

子どもたちが挨拶してくれるのがすごく嬉しいです。気持ちよく1日がスタートできます。

――スクールサポーターの活動を通して、気づかれたことは？

朝は急いでいる車も多く、かなりスピードを出していますが、スクールサポーターのベストを着て

横断歩道に立っている自分の姿を見て、スピードを落としたり、車が止まってくれるので、交通事故の

抑制になっていると思います。

――地域の方にメッセージをどうぞ！

仕事の都合で早めに切り上げることもありますが、始めてみると日課になり、子どもたちに会うのが

楽しみになります。少しの時間でも見守れる方は、ぜひ一緒にやって欲しいです。

朝の出勤準備でお忙しい中、地域の子どもたちのためにお時間を作っていただき、ありがとうございます。

スクールサポーターは、このように若い方も活躍してみえます。お仕事に合わせて、ご都合の合う日だけ

の活動でも大丈夫です。スクールサポーターに参加していただける方には、旗、帽子、ベストを貸与いたし

ます。また年間わずかですが謝礼をお渡ししております。お気軽に花里まち協事務局（0577-35-1223）

までお問合せください。

子どもたちが安全、安心に暮らせる地域を守り続けるために、ぜひスクールサポーターにご参加ください。

よろしくお願いいたします。

老健はなさとの裏の畑をお借りすることができたので、みんなで楽しく野菜を作る

「農業体験」を始めます。現在、お野菜リーダーさんと、栽培する野菜や作業の内容や

時期などを計画しています。農業体験は花里地区にお住まいで野菜作りに興味のある方でしたら、

どなたでも参加可能です。地区の方と交流を深めながら、野菜作りを楽しみませんか？

花里まち協だよりが50号になりました これも読んでくださる地域の皆さまのおかげです。あり

がとうございます。発行後に「まち協だよりを見ました！」とお問い合わせがあると、とても嬉し

いです。これからも地域の皆さまのお役に立てる広報誌づくりを目指してまいります。

よろしくお願いいたします。
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6/28(金)夜、高山赤十字病院の村田翔太郎先生

による発達性ディスレクシア講座を開催しました。

ディスレクシアとは、学習障害のひとつで、文字の

読み書きが苦手なことです。中日新聞にも募集の掲

載していただき、たくさんの方にお越しいただきま

した。参加された方から「同じ悩みを抱えた方と話

すことができて良かった」「学校卒業後が不安だっ

たが、何となくイメージができた」「勉強になり参

加できてよかった」といった感想が寄せられました。

講義後に先生とお話しする機会があり、学校を卒

業してからの支援が無いことを心配されていらっ

しゃいました。このような

困りごとのある方に、地域

がどのように支援していく

と良いのか、また村田先生

から教えていただきたいと

思います。

6/19(水)から花いっぱい運動の参

加者の皆さまに日日草の苗を配布し

ました。ビオラの花が終わりかける

時期でしたので、花苗が届くのを

待っていらっしゃる方もみえました。日日草を育て

るコツのひとつに「摘芯」があります。株が大きく

なって、葉が8 枚以上になったら、芽をはさみで切

り、脇芽が出るようにすると株が大きくしっかりし、

たくさんの花が楽しめるようになります。開花時期

が長い花ですので、もうしばらくお花を楽しんでい

ただけると思います。

6/25(火)午後より、植木敏子さんに

えん下障害の予防について教えていた

だきました。えん下の仕組みや誤えん

性肺炎の怖さ、えん下障害を防ぐための体操などを

教えていただきました。参加者の皆さまから「とて

も勉強になった」と好評でした。

6/16(日)に子ども体験教室にて「てんまん森 夏

まつりで飾る ちょうちんに絵を描こう♪」を開催

しました。午前、午後を合わせて16名の児童さん

が参加してくれました。白いちょうちんに自由に絵

や字を描いてもらいました。どの子もあまり悩んだ

り迷ったりすることなく、さっと絵を描き始めまし

た。ちょうちんの形は球体なので、平面の紙に描く

感じと違うのが楽しかったのか、真剣に取り組んで

いました。低学年は、全体的に描く子、色々な絵を

順番に描く子、手形アートを描く子、それぞれの個

性と感性があふれたちょうちんになりました。高学

年になると、ちょうちんとしての全体的なデザイン

を考えながら描いており、

大人顔負けのちょうちん

ができました。このちょ

うちんを飾った夏まつり

の様子は、次号でお伝え

します♪

6/25(火)に花里小４年生の児童さんが福祉の勉

強で花里小周辺を車いすで散策するということで、

地域の方に呼びかけ、児童さんを見守るお手伝いを

しました。児童さんは事前に高山市社会福祉協議会

の方から車いすの操作を習い、車いすに乗る子、操

作する子、周りを確認する子と役割を交代しながら

散策をしました。また、バロー高山南店さんとエブ

リフレスポ店さんにご協力いただき、車いすで店内

を回らせていただきました。道路の

状態や商品棚の高さなど、普段気に

ならないことが気になり、私たちも

勉強になりました。ご協力いただい

た地域の皆さま、ありがとうござい

ました。

7/16(火)午後より、動物対話士の宙ちゃみさん

の『ペットBLS（一次救命救急）』講座を開催しま

した。ペットの呼吸が止まってしまった時の、救命

救急方法をぬいぐるみを使い教えて頂きました。

「あれ 息をしていない!!」と思ったら、まず名前

を呼び、手を叩いて反応があるか確認します。次に、

ペットの身体となるべく水平の位置より、お腹の辺

りの動きを確認します。動きが見られない場合は、

心肺蘇生を行います。人間の救命救急と同じように

進めて行くもので、とても

勉強になりました。実際の

場合、落ち着いて出来るか

とても不安に思いましたが、

大切な命のため、出来ること

は行いたいと思いました。

今年も夏休みに花里小の児童さんがサロン花里で

地域の方に勉強を教わったり体験をする「寺子屋は

なさと」を開催しました。今年は7/23(火)から６

日間開催しました。最初の１時間は勉強時間で、わ

からないところは地域の先生に教わりながら進めま

した。その後はお楽しみタイムで、日替わりで折り

紙、理科工作、お茶会を体験しました。今年は学校

のプールと重なったためか、以前に比べ参加者が減

りましたが、参加してくれた児童さんからは「勉強

のわからないところを丁寧に教えてもらえて嬉し

かった」「体験が楽しかった」と好評でした。

8/8(木)に飛騨・世界生活文化センターにて「出

張寺子屋はなさと」を開催しました。毎年、夏休み

に避難所見学を行っていますが、今年も花里小の児

童と保護者の方に飛騨センターの避難所がどのよう

に設営されるか見学していただきました。勉強の後、

避難所の案内をしていただき、その後、ウォーター

フェスタで水鉄砲などをして遊びました。親子で

楽しみながら防災の勉強ができました。

7/24(水)に花里小児童を対象に『天使のサン

キャッチャー作り』が開催されました。講師は、

Bunnyさんです。1年生から5年生までの11名のみ

なさんが参加してくれました。1・2年生は保護者

同伴で、3年生以上はお子さんのみでの参加でした

が、みなさん真剣に講師の説明を聞きながら製作し

ていました。たくさんの工程がある中で、まずは天

使の部分のパーツを選んでワイヤーに通しました。

細かいビーズを通すのにみんな真剣になって頑張り

ました。そこから天使を組み立てていくため、新た

に好きなパーツを選びました。

サンキャッチャーの材料は、

ガラスを使用しているため、

慎重に作業を進めて完成させ

ました。それぞれ個性があって

とても素敵なサンキャッチャー

ができました。

7、8月の毎週火曜日は

スポーツ教室に代わり、

納涼ウォーキングを開催

しました。7月は雨続きで、

7/23以外は中止になりました。初回となった7/23

は25名の方が参加してくださり、川上リーダーや

スポーツ推進員さん、各町内の体育委員さんの誘導

に従って、苔川沿いを歩きました。小さい子どもさ

んからご年配の方まで、みんなで夜のウォーキング

を楽しみました。

花里地区にお住いの斐太高校３年の中畑朱里さん

が、家庭クラブで防災について実践研究された活動

をまとめた『在宅ひなんのススメ』が、家庭クラブ

の岐阜県の最優秀賞に選ばれ、8/1(木)に神奈川県

鎌倉市で開催された『令和6年度第72回全国高等

学校家庭クラブ研究発表大会』において、北陸・中

部ブロック代表として発表され、全国家庭科教育協

会賞を受賞されました。

全国大会前の7/9(火)に、活動の成果をまとめた

資料を花里まち協にも贈呈してくださるということ

で、塩谷会長と防災活動グループで、中畑さんと顧

問の砂田先生から活動の経緯など聞かせていただき

ながら、資料を頂戴しました。

中畑さんの資料

は、今後、芸能発

表会などでご紹介

し、地域の防災啓

発に役立てていき

ます。

7/29(月)、8/5(月)に飛騨高山民謡伝承会の皆さ

まに盆踊りを習いました。高山では馴染みのある

「飛騨やんさ」「高山音頭」に加え、今回初めて

知った「よいとそれ」の３曲を習いました。伝承会

の皆さまが優しく基本を教えて下さいました。唄そ

れぞれに踊りの特徴があり、難しかったですが、楽

しかったです。盆踊りを

踊る機会が減ってきてい

ますが、せっかく地域に

根付いた唄があるので、

大切な文化のひとつと

して、残していきたい

ですね。
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